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木 材 の 高周波 乾 燥 に､っ い て

浜 田 良 造 ･満 久 崇 麿 ･梶 田 茂

RyozoHAMADA,TakamaroMAKUandShigerurKADITA:WooddryingbyRadio-

Heating.

高閣班を利用した木材乾燥は近年ある程度突刺 ヒされて潜 り之に関する基礎的研究も少くなV､

が,その大部分はむしろ木材の国気的性質に関連したもので乾燥中の水分 布々,水分蒸発量等乾
I)

燥の機構に触れたものは非常に少な∨､.本実験は 2,3の樹材を一定の電束的族件の下に高周波

乾燥し,之等の特性を究明せんとL/たものであるが,実験設備,人員の開床上予定の項目を完了

し得孜かつ如 ミ,此処に一応今迄の結果を取厚め報薯する次第であ苧･,,蘭本実験を行うに当 り電

気工学教窒加藤教授並に同研究童貞の方々の御協力を載V,た.厚 く感謝の意を表する.

野 Ⅰ壷 敵 方 . 港

a) 試 験一片

ブナ,ヒノキ及びサクラの心材から6×6×6cm.立方 (2方柾)の試片をとり, この円ブ

チ,ヒノキは約3日開展墨にL,た後注水却圧してその含水率をブナは120-130%･ヒノキは170

-180%に調整し正しく立方体に仕上げ含水率の援放したもの 6-9個を一組と･して各組甲円1

-3月園を蒸発水分量の測定用,1個を温度測定用,r残 りの数個を水分 布々測定矧こ使用しサクラ

の生材にづいても若干の測定を行った.
i1

b) 実 験 方 法 を

5･_7-8MC, 出力lKW･の発振機を用V,直径 17cm･の2枚のFq形極板を 8cm･d間隔で平

行におきその中央え上記の試片を天藤から吊レ 一定の電界強度 (300v/cm.並に5bov/6m.)及び､′
I

-定め高周波電酪 (lA並に 1.5A)の下で乾燥し木材繊鯨が電界方向に平行及び直角の場合につ

V,て水分蒸発量,温度,水分分布を測定した.蒸発水分量の測定は直接天秤により蒸発量に応じ

て数分～数十分おきに試片貢畳を測定し乾燥 時間と蒸発水分量の平滑曲線上に適宜切線をひき乾

燥速度を求めた.温度測定は試桟の木口叉は柾昆面の中央鉛直の方向に第 1図 の如J(直径 1･5

mmり深さ3cm.の5個の小孔をあけこの*.え直径約 1mm.,長さ約 10cm･の碍子管内に挿入

した サ∵モ, カップル を押込み測定部を零電位面に合致せしめ適宜測温した･攻に水分 布々は

試片を夫々予め予定し転含水率に達する迄乾燥した後出来るだけ迅速に第 2図の如 く上下各y3を

切離L/i 中央の抑 こついて細断し秤量光酎こ入れ湿潤及び絶乾重量を,求めた1
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血 実 験 結 果

a) 一定の電界琴度に於けろ乾煉特性メ

第3,4図 は何れもブナの乾燥時間と含水率,試片の中央温変並に乾燥速度との関係を示した

もので発づ乾燥速度について見ると材が相当湿潤夜間は藤垂的であ如 ミ,之が最高に達すると共

に直ちに減率と牢 ｡虜率轡 期間を炊 くが繊維方向と電夕蕗繭 奉行におかれた嘘合は･直角に

お力新 海場合に比してほ 恒ゞ率隼近V,増率乾燥期間餅 把 長時間溌き高含水率区間に於て前者の

乾燥速度は後者より小であるが,低含水率区間に斡ては反対に大となる為,時局前者の場合乾燥

時間が早い.由れの場合も温度と乾燥速度曲線には関連性があり温度の低下と共に乾燥速度が著

しく減少することが認められる.次に繊維方向が電界に直交する場合の木材の円部温度は乾燥開

始後若干時間の後略100OC･a.達し以後恒温を維持するが含水率が約 40%に減ずると温度は葵夢
l ■ ■

に低下する.表面附近の温度は常に円部より.低 く従って温度分布は常に表面に対して下降してい

る(第5図)がこ0,勾配は外週の影響をう磨 る敵 (実験時の豊漁6-7OC.)宝猛が高い場合にはち

もつと援軍粧なるであろう･ +;I/,
之に対L,て繊維が電泉方向と工費する場合には木材の 四部温度は略均一一であり且つ100OC.を

野瀧ずる時間が前者に箪して相当長V'事が認められる (第6図)･電鼎張度が大た1る場合初め木'I

桓内部と表面附近との 温度差は著レく減じ略均一加熱を うげるが含水率50琴附近から同じく猛

虎が低下し温度差も大となる.第7図はヒノ亘直交の場合の一例で7:ナに於ると同様の傾向を見

ることが揖来る･第8囲 (a),-(e)は夫々任意の時刻に於ける不分甲分布状態を示したもので表

面の水分蒸発量がr-/潤 移動のそれに応じきれない為に申唐部に max･p千･を持つ茨形を星し繊0
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木′材 研 究 .俸8号 (昭27)-

推方向と電界方向とが平行に竃かれた場合は円部 と中間暦との含水率の差異が比校的少く且ら繊

維に滑ふ水分 布々と之に直角な方向の水分分布に殆んど相違する所が認められなV､が,繊維と電

界方向と璽直交する場合には円部と中間暦との含水率差が大きく且つ繊維に直角な方向の水分々

布は平行のそれに比して max.pt.が相当高 く現われて示る.

" heatiogperiod錘 n)

Fig･8
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木 材 研 究 欝 8号 (昭27)

b) 一定の高周波電流の下に於ける乾燥特性
f

f′

七 ノキの含水率変化と乾燥速度を,第 9,10図に示す.この場合は図から明かな様に増率乾燥と

減率乾燥との問に恒率乾燥区間が存在し且つ繊維と電界方向が平行なも場合が (a)に於けると同 !

様低含水率区間広於て乾燥速度が大なる為結局乾燥が卑vl.乾燥中の温度上昇経過の一例を示す

と第11図0.如 く低含水率に到る迄痕 1000C.を維持し (a)に於け軍凄口き温度低下は当然認めら

れない.温度分布は (a)とは反対に最初表面附近が円部よく早 く加熱され円部下 りの勾配を星

するが試片が約 1oooc･.K加熱されると逆に円部上 りの温度勾配となる,全般的に温度分布曲線

搾 (a)の場合程急ではなV,∴第12囲 (a)～(a)は,夫々鹿 の時刻の水分 布々曲線を示したも

ので繊維が電界に直交する場合波型曲線を量し且つ繊維に漁ふ分布曲線が之に革角方向ゐそれ与

り mex･pt･や堰 ∨噂 は (a)と房枝であ/a･之に対 L,繊維が電界寿向に平行に贋かれた場合に

は,繊維に平行及び直角 2方向の水分 布々曲線は共に熱気乾燥の場合に常陽の地物線的分布曲線

をなし (a)の場合明 られた順 著な差異去示し壱V､る. ノ )
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Fig･10

(u]tH
,3)
a)tu
Su!Lf1P

･(uo)
anlV1乱
tL(ai

(%
)
召
33t)OU
31n}S!Otu･

Fig･ll

･L

t

aJヨ召J
adtua}

セ
100

W

即

押

印
SO

JO

30

20

10
15JO456075 10ID5 12bJ75150･鵬J80J152JO22524025527028uuJI5330神城

heatiDgperiod

51



奉 材 研 究 俸8号 (昭27)

2 3cht



供田 ･滞久 ･梶田 :木材の高周波了燦について

摘 要

＼

G)～

＼
1. 一定の電界強度円に於ける乾燥速度は増率から直ちに城率軒移 り恒率乾燥区間妄快 く･木

材温度は100OC.附近道上昇す名と以後恒温を維持するが木材が乾燥するに従Vi次第に低下する･

膚に内部上 りの温度勾配を示す.､繊維方向が電界方向に直角な場合の水分 布々曲線は班形を星し

且つ絃経に滑ふ分布曲線が之に直角な分布曲線 より山が低い.繊維方向が電鼎方向に平行に置か

れた場合は前者より著しく山が低 く且づ2直交方向の分布曲線はほぼ同様である.-

2. 一定の高周波電流の下に乾燥した場合は埼率と汲率乾燥との間に恒率乾燥期間が産衣する.

乾燥中の速度上昇経過は円部と裏面附近の温度差が少 く且つ嘩含水率に達する迄ほゞIOOOC･を

薄流する.繊維方向が電界方向に直交する場合は 1と同様波形の水分分布曲線を星す るが平行

の場合は地物線的曲線を星し波形曲線は現われない･'1,2何れの場合も繊維方向と電界方向とが
■

乎行な場合の乾燥は直交する場合のそれより早い. '

Resumと

WeresearChedaboutthedryingcharcteristicsof,woodwhen6×6×6cm3

testpieceswerein'sertedin5･7･8MChighfrequencyelectricfieleldofconstant
ノ

pressure(300Land500v/cm)andc'onstantiCurrent(1andl･5A)･Theresultsis

summarised/asfollows. ＼
<L

1. Whenconstantpressureisappjiedthefalling.rateofdryingfollowsthe.I

increasingdryingrateandtheconstan.tdryingrate,generally,doesnotappearl

(fig.3,4).TheinnertemperatureOfwoodincreasesuntilaboutlOOOC.andis

constantforawhile,thendecreasesgraduallyasmoisturecontentofwoodfalls.1

Theinnertemperattlreisalwayshigherthanthatof岳urface.Asshowninfig.8,

when the electric field is yerticaltothegrain (D the~moisturegradientin

woodisw.aye-likeapdintheldi.rdctionparalleltothegrain(Ⅰ｡ thepeaki占flower

thaninvertical(I),,whenth占electricfi卓disparalleltothegrain-(lⅠ)themOi･

Sturecontentgradientisalsowavellikebutthedifference.betweenIandllisnot

remarkable･ #,, -＼
2. Whencoゎstantcurrentisapplied,itseems,thereisconstantdryingrate

periodbetweenincreasingandfallingdryingrate(fig･J9,10)･ Theinnertempe･

raturemaintainsabout100OC.'untillowermoisturecontentthanincasei,and

tt:;staemmepearsa:sriedlgrbaudtiefn.trli;∫tnhOetcS:;:;1'sfi,gi lb'ila_:Okreal:dthtehemdOiifSfteurreencgeTabdeite;teei:

＼

f
Iandllisnegligibl占(fig∴12)∴ ln,bothcaseof1,2thedryingperiodofIIis

/
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女 献

shorterthanthatof1.

1),Vogit,甲･,~0･Krischer,ノH･Sch左uss;HolzalsRoh-undWerkstoffJg3-H･ll(1940)

2) 福岡酷- :北大応用電気研究所 ′ 1も チ
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